
新宿センタービル

所在地東京都新惑区西新宿1-25-1

竣工年:1979年〈昭和� 54年)

用 途:事務所、高錦、駐車場

建物所有者金東京建物語務

暁治安出生命保険組互会社

新語センターピル特定目的会社

日本プライムリアルティ投資法人

設討者:大成建設株)一級建築士事務所

施工者:大成建設側

維持管理者:新宿-tンターぜル管理掛

新宿センターピルは事業目的を黙にする� 3所有者の共同築業

として企画され、新宿新都心の中で� 7't診践の超高勝建物として 

1979匁10月に竣工した。� 1973年米に始まったオイルショック後に精工を迎えたこの建物は、� 100年は生き続

けられる長寿命建築を自標に、当時の最先端技術を採吊して設計し、施工され、維持保全されていた。

長寿命令支える主攻。;隣近体;土、平岡的にシンメトリックな構成で、� 54!慢の中間部と頭部には� 13層ごとにベ

ルトトラスとハットトラスを設けるなど安定的で経済的な架橋となっていた。また、火災に対する防災計1測

では、� 13層ごとのベルトトラス階を中間遊離階とし、超高層建物における慈難をより安全確実に綴保する配

慮をしているほか、各階の非常ELVと特別避難階段の外気に闘した隙室の設糧、� ELVホ…Jしの防火・防煙扉

の設置、機械排煙の段階制織の採用なとなを行っていた。外装はPCコンクリート板で構~成されているが、ジョ

イント部はと当時の先端的技術であった等在ジ設イント令採用し、外投からの漏水リスクとメンテナンス戦iJ棄

を実現している。

環境・省ょにネルギー技術においても、会空気通1変風量方式、空調機i浴車ぷ数制御、会熱交換機、労電力型蛍� 

寺最先端の技術を意欲的に導入し11光管の採用、窓、からの採光を考慮した照明計画、中央監提システムなど当

てい

長寿命主義築を念頭に様々な技術を導入して建設されたこの建物は、� 30年単位の長期保全計樹、� 10年当主殺の� 

I中期保全針闘に分けた計額が竣工支局初から立てられ、毎月� z拐の検討会議で具体的な維持保勾容を決定し

てきた。日常維持管理業務は、防災-1::::ンターを拠点として設繍機器、内袋関連を中心に行い、年間管理計i測

は年初に設定された計画に裁ヅき、日常点検・月次点検‘年次点検として議実に実施している� 建設後30:$O

の節はでの今回のリニューアルでは、長問路地震動対策として変佼依存型オイルダンパーを� 288

大規模な構造体の安全対~策を施していた。建設後に知見怒れた新たな地震対策

の信頼性を高め� 100年瀦築を目指す対策を的機に行っていた。設備機器の管理システムについても社会的な

ーズの変化に応え、q:J央難視システムについてはピルコンから� BACnet対応分散システムヘ、自動制御設

備は電気式アナログ制御から� DDC制御へ変更し、児にBEMS導入によりょにネルギー使用量を計滅工汀議するな

ど機能劣化や社会的な棟腐化に対応していた。

日擦としていた� 100年建築を目指し、関係者の緊密な連携のr:tで着実に、絶え間ない維持保全活動;こ

まれるこの建物は、ロングライフを代表する建物となることが期待される。� 
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